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１．理工学術院総合研究所 報告書概要 

本報告書では、2020 年度における理工学術院総合研究所（以下、理工総研）の外部資金獲得状況、研

究所と研究員の活動状況、若手研究者育成・支援活動、研究広報および産学連携活動等についての概況

を報告する。なお、2020 年度は、理工総研に 7 つの理工重点研究領域が設置されて、3 年目の活動を行

った年度である。 

 

２．予算・決算 

理工総研の経常的な予算は研究推進部から交付を受けている。近年、研究推進部の予算（事業）の見

直し（外部資金の大学交付金化）が毎年行われており、この変更に伴って理工総研の予算構成も変化し

てきた。2017 年度の理工総研予算は、大学交付金・一般管理費箇所配分枠・間接経費箇所配分枠の 3 種

類の予算（大学交付金＋2 つの外部資金）により構成されていた。2018 年度は一般管理費箇所配分枠が

研究所等研究費として大学交付金に変わったことにより、大学交付金と間接経費箇所配分枠の 2 種類の

予算（大学交付金＋1 つの外部資金）により構成されることとなった。2019 年度より、間接経費は一般

管理費（研究）と統合されて研究教育推進経費という大学交付金に変わった。これにより、理工総研の

予算は全て大学交付金となり、外部資金はなくなった。 

理工総研の予算において大きな比率を占めるのが「理工総研が募集する次席研究員」に対する人件費

と理工重点研究領域各研究所に配付する予算である。後者は大学本部と 2018 年度から 5 年間の総額が取

り決められた時限的予算であり理工総研の事業に影響を及ぼすものではないが、前者は理工総研が独自

に実施している事業であり、理工総研が限られた予算内で各種事業を遂行する上で、今後、その取り扱

いが焦点となる。 

 

３．事業報告 

３．１ 外部資金の受入れ概況 

2020 年度の理工総研における外部資金（受託研究費、共同研究費及び指定寄付金）の受入金額は合計

で 2,658 百万円となり、コロナ禍にもかかわらず、対前年度比で 26 百万円増加した。2018 年度からの直

近 3 ヵ年の推移は図 1.1 に示すとおりであり、増加基調となっている。 
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（出典）『2020年度 学外機関等との学術研究提携等審査委員会報告書』より作成。 

 

３．２ 研究所と研究員の活動状況 

（１）理工重点研究領域 

 理工学術院の「理工学術院の国際化の推進」にあわせ、2017 年度より 7 つの理工重点研究領域（以降、

理工重点）が設定されたが、この理工重点においては各領域の研究所が理工総研のクラスター研究所と

して設置されている。前年度に引き続き、2020 年度も各領域研究所は、理工総研からのスタートアップ

助成予算により研究員を雇用するとともに、各領域研究所の活動場所として整備されたスペースを活用

して研究活動を継続している。加えて、理工重点開始後 3 年間が経過したことを踏まえて、各研究所の
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研究成果の発信を目的として、11 月 26 日に「理工重点研究領域 Stage Gate 報告会」を開催した。ここで

は 7 領域の代表が簡略にこれまでの研究成果のプレゼンテーションを行ったが、学内外へ理工重点の研

究成果を伝える以外に、各研究所間の情報共有という効果も認められた。 

「早稲田地球再生塾（WERS）」の活動に関しては、理工重点のプロジェクトマネージャーである荒 勝

俊上級研究員、木戸冬子客員主任研究員が活動を継続しているが、2020 年度は「未来社会政策勉強会」

をオンラインで開催した。官学連携の貴重な情報共有および議論の場として学内からも注目されており、

教職員が参加している。 

表 2.1 理工重点 7つの研究所 

研究所名称（PO） 

数理科学研究所 （小薗英雄） 

最先端 ICT 基盤研究所 （甲藤二郎） 

フロンティア機械工学研究所 （草鹿 仁） 

持続的未来社会研究所 （柴山知也） 

先端基礎物理学研究所 （寄田浩平） 

先端化学知の社会実装研究所 （松方正彦） 

先進生命動態研究所 （大島登志男） 

 

（２）プロジェクト研究等 

理工総研における研究支援の基本方針は、個々の教員が展開する受託・共同研究を中心とした萌芽的

なプロジェクト研究（以降、PJ 研究）を支援し、国プロを獲得できる研究機構のような大きな拠点へと

育成することにある。 

PJ 研究代表者は PJ 研究参加費または PJ 研究室利用料を拠出する必要がある。従来、拠出できる予算

は原則として理工総研で受け入れた特別勘定、指定寄付、公的研究費のいずれかであったが、2020 年度

よりこれらに加えて、研究代表者・分担者が本学で受け入れた科研費、外部資金に由来する研究教育推

進経費も認められることになった。 

PJ 研究等は Biology, Environment, Science, Technology, の 4 研究部門のいずれかに属している。各研究部

門の活動は主として部門ごとに採用枠を持つ研究員人事審査が中心となっていることから、2020 年度は

研究振興委員会にて研究部門の見直しに向けた検討を続けた。特に各研究部門が採用枠を持っている理

工総研が募集する次席研究員については、研究振興委員会の下に諮問機関として「理工総研が募集する

次席研究員審査に関するタスクフォース」を時限的に設置し、3 回に渡る審議を経て「理工総研が募集す

る次席研究員審査に関する内規」を作成した。また、研究振興委員会は各研究部門から選出される委員

により構成されるため、研究部門の見直しは研究員人事審査に関する変更にとどまらず、研究振興委員

会設置要領の改訂を伴うこととなった。研究振興委員会で承認された理工総研が募集する次席研究員審

査に関する内規、研究振興委員会設置要領改定案は、2021 年 3 月に開催された理工総研運営委員会にて

案を紹介し、2021 年度に審議されることとなった。 

2020 年 10 月時点の PJ 研究等の展開状況は表 2.2 の通りである。具体的な研究テーマ等については別

表を参照。 
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表 2.2 PJ研究等件数 

PJ 研究制度 件数 

PJ 研究 65 

長期大型 PJ 研究 3 

研究重点教員研究 5 

 

（３）理工総研が管理する研究スペースと 121 号館への研究室移転、55 号館再配置 

理工総研では、流動研究員（研究重点教員）の研究室を用意する他、PJ 研究を展開するにあたりスペ

ースが必要な場合に、PJ 研究代表者に有償で研究室を貸与している（PJ 研究室）。PJ 研究室は西早稲田

キャンパスに所在する 55 号館の利用希望が多く、十分な研究スペース確保が難しい状態が続いている。 

近年、西早稲田キャンパスでは、理工重点研究領域で利用するスペースの整備が行われ、会議室や教

室は慢性的に不足している。このように課題となっている西早稲田キャンパスの狭隘化解消を目的とし

て、理工学術院が 2020 年 3 月に竣工した 121 号館に一定のスペースを確保したことに伴い、流動研究員

（研究重点教員）研究室の一部と 55 号館 PJ 研究室の 1/3 程度が 121 号館へ転出することとなった。 

2019 年度には 121 号館を時限的に PJ 研究室として利用するための制度設計が行われた他、55 号館よ

り 121 号館または喜久井町キャンパスへ転出する研究室が確定した。また、理工学術院により、2021 年

度以降の 55 号館 S 棟の利用計画が定められた。1F は主に大学院生を対象としたラーニングコモンズ、2F

は一部を教室に、3F は 3/4 を教室に、4F は事務所、5F～9F は理工総研 PJ 研究室等とするものである。 

2020 年度は春に新型コロナウイルスの影響によるキャンパスロックアウトが行われたため、夏～秋に

かけて 55 号館から 121 号館や喜久井町キャンパスへの研究室転出を実施、続けて転出後の研究室改修工

事を行った。冬には 4F 以下にあった研究室や事務室が改修後のスペースへ移転した。この 55 号館再配

置により理工総研事務所も 1F から 4F へ移転している。 

なお、春のキャンパスロックアウトに伴い、PJ 研究室は 2 か月分の利用料を免除した。 

 

（４）流動研究員（研究重点教員）制度 

 流動研究員（研究重点教員）制度は、理工学術院の研究戦略に即して、学部・研究科と附置研究所（理

工総研・材研）間の教員の流動化を促して研究の活性化を図るべく、理工総研および材研で実施されて

いる。このうち、理工総研を主たる研究活動の場として、研究活動を展開した 2020 年度の研究重点教員

は表 2.3 の通り。 

表 2.3 2020年度流動研究員（研究重点教員） 

氏名 学科 

井上 昭雄* 物理 

佐古 和恵* 情報理工 

谷口 正信 応用数理 

福永 明彦* 応用化学 

古谷 誠章* 建築 

*は戦略枠 
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研究重点教員（戦略枠）4 名のうち、佐古研究員はサイバーセキュリティ領域における 2020 年度から

の研究重点教員（戦略枠）で、2019 年度末の学術院戦略枠返還に伴う 1 名の人事枠である。 

2020 年度末に学術院に返還される人事枠（2 枠）の学術領域「ケム・インフォマティクス領域」と「デ

ジタルバイオ融合科学研究領域」については、2020 年 7 月および 8 月に研究重点教員（戦略枠）の人事

審議が行われ、2021 年度から研究重点教員（戦略枠）2 名の着任が決定した。主たる研究活動の場は理

工総研となる。 

同じく 2020 年度末で、2017 年度末に任期満了となった研究重点教員（戦略枠）1 名について、当初の

予定より 1 年繰り上がって人事枠（1 枠）が学術院に返還となっている。この 1 枠についても、本来であ

れば 2021 年度人事となるが、繰り上げ返還確定時には、すでに 2021 年度人事のための学術領域選考が

終了していたため、この人事枠の扱いについては、持ち越して 2022 年度人事として検討することとなっ

ていた。しかしながら、2020 年に入ってからの新型コロナ感染拡大の影響により、当面の間、教員人事

が凍結されることとなり、2022 年度着任の人事としても見送ることとなった。2023 年度着任の人事とし

て検討できるかは、2020 年度末の段階では未定である。 

 

（５）研究設備または修繕に係る経費補助 

2015 年度より、理工総研の前身である理工学研究所（以下、理工研）で研究活動を展開する部屋付 PJ

研究代表者（PJ 研究室を利用する PJ 研究代表者）の研究環境整備または修繕にかかる費用に対して、研

究分担金収入（PJ 研究代表者が理工総研に支払っていた PJ 研究参加費、PJ 研究室利用料）を財源とした

理工研運営費から、一研究代表者につき 2 年間で 100 万円を上限に、研究代表者が支払った費用の半額

を助成してきた。2 年間の試験的運用の結果、有用な研究支援制度であると判断し、2017 年度から当該

制度を研究代表者一人あたり、年間 50 万円を上限として継続実施することにした。 

なお、2017 年度より、研究分担金収入を財源とした予算はなくなったため、2017 年度は特別研究費、

2018 年度は一般管理費（研究）、2019 年度以降は研究教育推進経費（旧一般管理費（研究））をその財源

としている。 

また、西早稲田キャンパス再配置計画を実現するために、55 号館 S 棟 PJ 研究室を利用している研究代

表者に対し、理工総研 PJ 研究室ではなく研究企画課が所管する研究力強化施設である 121 号館への転出

を依頼したことより、2020 年度以降は部屋なし PJ 研究代表者（PJ 研究室を利用しない PJ 研究代表者）

も利用できるように制度を変更した。 

2020 年度は、4 研究代表者からの 5 申請に対して総額 85 万円の助成を行った。 

 

（６）理工総研で研究を展開する研究者の状況 

理工総研において研究を展開する研究者は表 2.4 のとおりである。 

このうち大学と雇用契約を締結し、理工総研を本属とする特任研究教授・常勤研究員・非常勤研究員・

研究助手の合計数は 136 名であり、うち理工総研の予算を雇用原資とする研究員は 33 名となっている。 
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表 2.4 理工総研で研究を展開する研究者 

種 別 人 数 

研究重点教員（戦略枠） 4 

研究重点教員 1 

兼任研究員（研究重点教員を除く） 394 

特任研究教授 2 

理工総研が募集する次席研究員 16 

上級研究員・主任研究員・次席研究員（総研募次席を除く） 55 

客員上級研究員・客員主任研究員・客員次席研究員 52 

研究助手 11 

招聘研究員 440 

嘱託 132 

名誉研究員 35 

招聘研究教授 3 

栄誉フェロー 1 

計 1,146 

（2021 年 3 月 31 日時点） 

（７）プレスリリース・受賞 

当研究所や研究員が展開する研究活動のうち、プレスリリースされたものを表 2.5 にまとめた。先進的

な研究成果や研究成果が社会で利用された実績、産学官連携活動の紹介など、当研究所や研究員のアク

ティビティの高さを広く社会にアピールすることができた。表 2.6には 2020年度の受賞報告をまとめた。 

 

表 2.5 2020年度の主なプレスリリース 

時期 カテゴリー 研究員名等 概要 

2020 年 4 月 次席研究員 上森 理弘 コチレニン A 世界初の全合成に成功 

4 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 脱酸素型カップリング反応の開発 

4 月 PJ 研究代表 武岡 真司 ナノシートで培養神経細胞を均一に 

5 月 PJ 研究代表 林 泰弘 スマートシティ実現へ E-MaaS 構想 

5 月 名誉研究員 内田 健康 包括的な小売電力市場メカニズム開発 

6 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 アルカンの炭素–炭素結合を切断する 

6 月 主任研究員 髙谷 雄太郎 超高濃度レアアース泥 寒冷化で生成 

7 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 ベンゼン環エステル 触媒で異性化する 

7 月 PJ 研究代表 山口 潤一郎 ベンゼンなどから三次元分子を合成 

7 月 PJ 研究代表 小柳津 研一 単一 AI が多彩な材料科学データを学習 

8 月 PJ 研究代表 尾形 哲也 神経発達障害での認知行動異常を解明 

8 月 研究重点教員 井上 昭雄 90 億光年先の紫外線検出に成功 

8 月 PJ 研究代表 片岡 淳 X 線ガンマ線の同時可視化を可能に 
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9 月 
招聘研究教授 

主任研究員 

鳥居 祥二 

浅岡 陽一 
宇宙天気予報の精度向上へ 

10 月 
名誉研究員 

PJ 研究代表 

長谷部 信行 

天野 嘉春 
月面生活実現に向けた重要な知見 

10 月 PJ 研究代表 朝日 透 ERATO 採択 物質空間テクトニクス 

10 月 PJ 研究代表 小柳津 研一 繰り返し充放電可能な燃料電池開発 

10 月 次席研究員 杉目 恒志 カーボンナノチューブの長尺化に成功 

10 月 次席研究員 札本 佳伸 銀河急成長の謎に挑む 

10 月 PJ 研究代表 菅野 重樹 ムーンショット型研究開発制度に採択 

12 月 PJ 研究代表 関根 泰 低温で CO₂を資源化する新材料発見 

2021 年 1 月 主任研究員 赤池 陽水 スペクトル硬化を高精度に検出 

3 月 PJ 研究代表 武岡 真司 ナノシートの医療応用と新たな展開 

 

表 2.6 2020年度の主な受賞 

  研究員名 概要 

2020 年 4 月 PJ 研究代表 川西 哲也 令和 2 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

（研究部門） 

4 月 PJ 研究代表 関根 泰 令和 2 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

（研究部門） 

4 月 PJ 研究代表 田辺 新一 令和 2 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

（研究部門） 

4 月 PJ 研究代表 渡邊 克巳 令和 2 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰科学技術賞

（研究部門） 

5 月 PJ 研究代表 木野 邦器 公益社団法人 日本生物工学会第 39 回 生物工学賞 

6 月 PJ 研究代表 尾形 哲也 人工知能学会全国大会優秀賞 

6 月 研究重点教員 佐古 和恵 日本応用数理学会フェロー 

7 月 PJ 研究代表 小峯 秀雄 公益社団法人地盤工学会「地盤工学会誌」年間最優秀賞 

7 月 PJ 研究代表 谷口 正信 Journal of Time Series Analysis Distinguished Author Award 

2020 

7 月 PJ 研究代表 松方 正彦 日本工学会フェロー 

8 月 PJ 研究代表 所 千晴 粉体工学情報センター第 32 回（2020 年度）IP 奨励賞 

10 月 PJ 研究代表 田辺 新一 令和２年度産業標準化事業表彰経済産業大臣表彰 

10 月 PJ 研究代表 関根 泰 ICEF（国際クールアースフォーラム）トップイノベーショ

ン 10 

10 月 次席研究員 楊 一舟 土木学会全国大会第 75 回年次学術講演会優秀論文賞 

11 月 PJ 研究代表 大石 進一 文部科学省文化功労者 

11 月 PJ 研究代表 野田 優 早稲田大学大隈記念学術褒賞大隈学術奨励賞 
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11 月 PJ 研究代表 甲藤 二郎 高柳健次郎財団高柳健次郎業績賞 

11 月 PJ 研究代表 森島 繁生 一般財団法人最先端表現技術利用推進協会羽倉賞フォー

ラムエイト賞 

12 月 PJ 研究代表 森島 繁生 芸術科学会 CG Japan Award 

12 月 次席研究員 方 愷 日本建築学会、韓国建築学会、中国建築学会 Best Paper 

Award【ジャーナル名： Journal of Asian Architecture and 

Building Engineering (JAABE)】 

12 月 PJ 研究代表 後藤 正幸 国立情報学研究所 IDR ユーザフォーラム 2020 企業賞 

12 月 PJ 研究代表 後藤 正幸 国立情報学研究所 IDRユーザフォーラム 2020 DBSJ特別

賞 

12 月 次席研究員 孫 鶴鳴 IEEE VCIP 2020 Best Paper Award 

12 月 PJ 研究代表 岩田 浩康 計測自動制御学会 SI2020 優秀講演賞 

12 月 PJ 研究代表 岩田 浩康 計測自動制御学会 SI2020 優秀講演賞(医工学系) 

2021 年 1 月 PJ 研究代表 甲藤 二郎 映像情報メディア学会フェロー 

2 月 PJ 研究代表 岩田 浩康 2020 IEEE International Symposium on Measurement and 

Control in Robotics (ISMCR2020) Best Paper Award 

3 月 PJ 研究代表 高西 淳夫 電子情報通信学会 IE 賞 

3 月 PJ 研究代表 関根 泰 イギリス王立化学会フェロー 

3 月 PJ 研究代表 岩﨑 清隆 日本機械学会標準事業表彰 貢献賞 

 

３．３ 若手研究者育成・支援 

（１）アーリーバードプログラム 

朝・夕など課外の時間を利用して、異分野の研究者との人材交流、研究交流、スキル・キャリア開発

等、日ごろの研究活動では経験できないことに、自らが企画し取り組む本プログラムであるが、これま

での 9 期で延べ 148 名の若手研究者を支援してきた。第 10 期となる 2020 年度は計 30 名からの応募に対

して 12 名(表 3.1)を採択した。約 1 年間（採択～その年度の 2 月末まで）の研究期間で通常の研究室とは

異なる環境で異分野の若手研究者が集い、自由闊達に議論を展開させることにより、研究活動における

新たな展開を若手研究者自身の力で創出することを期待している。 

例年と異なり、2020 年度のアーリーバードは同年 4 月に都下に実施された新型コロナ緊急事態宣言お

よび学内の行動制限指針により、ほぼオンラインでの活動となった。前期活動では自己紹介と後期活動

に向けたディスカッションを行い、後期はメンバー同士の情報交換会および外部講師を招待した講演会

を 2 回行った（表 3.2）。講演会のうち第 1 回目は航空科学を専門とする東京理科大学・松尾裕一教授を

招聘し、第 2 回目はキャリアデザイン講演会と題してお茶の水女子大学・篠田万穂助教、産業技術総合

研究所・日隈聡士主任研究員、および株式会社エマージングテクノロジーズ・深澤 知憲代表取締役の 3

名に講演いただいた。当日のディスカッション以降も引き続き幹事が講師とメンバー間の質疑をサポー

トし、オンライン活動だけでは不足しがちな意見交換を行った。このようにオンラインのみで展開した

活動であったが、情報交換会では各自が選択したテーマを事前にリサーチしたり、研究費取得に関する

経験を共有したりすることでメンバーにとっては満足度の高い交流時間となった。また学外の若手研究
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者の知見を得たこともアーリーバードならではの情報収集であり、キャリア形成の一つの指針になった

といえよう。  

このようなオンライン活動体験をふまえて 3 月の成果報告会は「若手研究者が探った『研究の New 

Normal』」というタイトルをもってオンラインにて開催した。JAXA の照井冬人氏による招待講演やメン

バーによる 5 分間のプレゼンテーション、そしてメンバーと一般参加者が３つのテーマに分かれるグル

ープディスカッションを行い、4 時間近くに及ぶ成果報告会を終了した。5 分間のプレゼンテーションに

は理工総研執行部と学外審査員による評価を行い、最優秀賞は福田貴斉さん、優秀賞は辻村光樹さんに

決定した。また優れた研究を行ったメンバーへ授賞する若手研究者奨励賞については、A コースの辻村

光樹さんおよび B コースの畠山歓さんが選出され、表彰状が授与された。 

 

表 3.1 2020 年度 アーリーバード 採択者と研究課題 

A（博士後期課程 1・2 年）  7 名 

氏名 
学年/資

格 

学部・研究科/ 

学科・専攻 
研究指導教員 研究課題 

浅井 大晴 D1 
基幹 

数学・応数 
大石 進一 

回転する天体の内部構造シミュレーションのため

の特異関数を用いた精度保証付き数値計算 

一色 遼大 D2 
先進 

応用化学 
山口 潤一郎 

芳香族エステルを用いた触媒的官能基交換反応の

開発 

小野寺 航 D1 
先進 

生命医科 
朝日 透 

APLP1の急速な進化に伴う哺乳類の脳神経系の進

化機構解明 

粥川 青汰 D1 
先進 

物理・応物 
森島 繁生 

スマートフォン/タブレットを用いた視覚障害者

のための公共空間における社会的行動支援システ

ムの開発 

☆菅野 颯馬 D1 
創造 

建築学 
田辺 新一 

波長別光環境を考慮した建築内植物の生育評価手

法に関する研究 

☆辻村 光樹 D1 
基幹 

機械・航空 
佐藤 哲也 

気液二相流の格子・粒子ハイブリッド解析に向け

た気液間運動量相互作用モデルの研究 

☆福田 貴斉 D1 
先進 

共同原子力 
山路 哲史 

MCCIに伴うマルチ成分溶融物の凝固偏析挙動の

MPS法による解明 

☆は幹事。学年・資格・所属は採択時のもの。 

 

B（博士後期課程 3 年、ポスドク）  5名  

氏名 学年/資格 
学部・研究科/ 

学科・専攻 
研究指導教員 研究課題 

☆中村 文彬 D3 
先進 

化学・生命化学 
中尾 洋一 

深海生物混合物を探索源とした深海性の海洋天然

化合物の探索 

西川 星也 助教 
先進 

電気・情報生命 
高松 敦子 視知覚における文脈依存性と, その時間特性 

畠山 歓 講師 
先進 

応用化学 
小柳津 研一 

量子コンピューティングによる有機材料の最適構

造の高速探索システムの概念実証 

原口 敦嗣 講師 
先進 

電気・情報生命 
柴田 重信 

食欲制御に対する概日時計・腸内細菌叢の影響度と

新たな作用機序に関する検証 

向井 香瑛 助教 
基幹 

表現工学 
渡邊 克巳 対人運動協調と社会的結合ダイナミクス 

☆は幹事。学年・資格・所属は採択時のもの。 
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表 3.2  2020年度 第 10期 アーリーバード 年間活動実績 

日程 活動内容 

2020 年 

6 月 18 日（木） 

第 1 回 前期活動ミーティング：前期活動内容決定 

6 月 25 日（木） 第 2 回 自己紹介（浅井、菅野、原口） 

7 月 2 日（木） 第 3 回 自己紹介（一色、粥川、中村） 

7 月 9 日（木） 第 4 回 自己紹介（小野寺、福田、西川） 

7 月 16 日（木） 第 5 回 自己紹介（辻村、畠山、向井） 

7 月 23 日（木） 第 6 回 後期活動打ち合わせ 

10 月 1 日（木） 第 7 回 後期活動打ち合わせ：情報交換会担当者決定 

10 月 22 日（木） 第 8 回 情報交換会（浅井、菅野、原口、一色） 

11 月 5 日（木） 第9回 情報交換会（粥川、中村、小野寺、福田） 

11 月 19 日（木） 

 

第10回 情報交換会（西川、辻村、畠山、向井） 

11 月 26 日（木） 

 

第11回 講演会「航空輸送とICT DX, デジタルツイン」 

講師：東京理科大学工学部情報工学科 松尾裕一 教授 

12 月 7 日(月） 第 12 回 キャリアデザイン講演会 

講師：お茶の水女子大学/篠田万穂助教、産業総合技術研究所/日隈聡士主任研究

員、(株)エマージングテクノロジーズ/深澤知憲代表取締役社長 

12 月 23 日(水） 第 13 回成果報告会打ち合わせ 

2021 年 

1 月 26 日（木） 

第14回成果報告会打ち合わせ 

3 月 2 日（火） 第 15 回成果報告会打ち合わせ 

3 月 12 日（木） 

 

第 10 期 成果報告会 「若手研究者が探った『研究の New Normal』」 

 

（２）理工総研が募集する次席研究員 

2020 年度は年度途中の退職者を含め 18 名が在職した。2020 年度（2020 年 4 月 1 日付および 10 月 1 日

付）嘱任人事の結果は、表 3.3 のとおり。 

表 3.3 「理工総研が募集する次席研究員」嘱任状況（2020年 10月 1日時点） 

 B 系 E 系 S 系 T 系 

新 規 1 名 2 名 3 名 1 名 

継 続 2 名 3 名 2 名 4 名 

※新規には任期 3 年終了後の延長者を含む 

 

当該研究員には、奨励研究費 80 万円を助成している。またこれとは別に海外学会出張補助費 11 万円、

学会出張補助費 9 万円も助成している。昨年度に引き続き、2020 年度も研究員の中から幹事 2 名を任命

し、成果報告会の運営など幹事を中心として運営を行った。 

この成果報告会は前年に引き続き、2020 年度も 6 月と 12 月の 2 回開催した。第 1 回目は 6 月 22 日に



12 

 

4 月新規嘱任者の研究計画および継続嘱任者の中間報告、第 2 回目は 12 月 16 日に 10 月新規嘱任者の研

究計画と継続嘱任者の中間報告、そして任期終了予定者の研究報告を行った。開催方法については、新

型コロナ感染対策のためオンライン開催を採用したが、次席研究員間および執行部とのディスカッショ

ンによる双方向のコミュニケーションを重視して会場参加者を執行部および次席研究員に限定し、なお

かつウェビナーを使用して一般参加者にも会場で展開される議論を視聴してもらう、ハイブリッド方式

にて運用した。 

 

表 3.4 「理工総研が募集する次席研究員による成果報告会」発表者 

 発表者 

第 1回 鈴木伸、大谷拓也、坪子侑佑、長濱峻介、増田亮、ﾕﾘｱﾝﾄﾑﾊﾏﾄﾞ、五十

幡康弘 

第 2回 
石井辰典、加藤健太、キムジョンミン、杉目恒志、方愷、ﾌｧﾌﾞﾚﾙｱｰﾁｬﾄ

ﾘｽﾀﾝ、町田光史、リモーチェン、木谷建太 

    

【6 月 22 日報告会会場】           【12 月 16 日報告会会場】 

 

 

３．４ 研究広報 

（１）理工総研第 1 種行事 

早稲田地球再生塾が主催するシンポジウム・勉強会等を第 1 種行事として開催している。2020 年度

は新型コロナウイルスの影響により、大型のシンポジウム・勉強会を開催することができなかったが、

各省庁の政策での取り組みについて紹介する「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン

～」を計 7 回オンラインで開催した。 

 

○「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン～」 

SDGs（持続可能な開発目標）を実現するために、各省庁の政策での取り組みについて紹介し、双方向

に意見交換を行う「未来社会政策勉強会～SDGs 実現のための政策デザイン～」を、2019 年度に引き続き

開催した。講師として各省庁の方をお招きし、国の政策や大学に期待することをご講演いただいた。参

加対象者は早稲田大学教職員と SDGs と ICT 提携講座関係者で、講師との活発な意見交換が行われた。 
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表 4.1 「未来社会政策勉強会～SDGs実現のための政策デザイン～」講演者 

開催日 講演者 所属 ※肩書は当時 演題 

2020年 

6月 19日 

和田 信貴 内閣官房まち・ひと・しご

と本部 地方創生総括官補 

国土交通行政と SDGｓ ～都市行政等

の観点から～ 

7月 17日 

 

遠藤 俊英 金融庁長官 金融行政とデジタル革命・SDGs 

9月 18日 合田 哲雄 文部科学省科学技術・学術

総括官 

教育デジタル化と SDGs 

10月 16日 高地 圭輔 総務省情報通信政策研究

所所長 

SDGsと情報通信政策 

11月 20日 中野 剛志 経済産業省大臣官房参事

官 

ポストコロナ社会の産業戦略 

12月 18日 川上 敏寛 内閣府知的財産戦略推進

事務局参事官 

SDGsと知的財産戦略 

2021年 

1月 15日 

末松 広行 農林水産省前事務次官 みどりの 食料システム戦略の考え方 

検討状況と策定に当たっての考え方 

     

 

（２）理工総研第 2 種行事 

理工総研では、研究活動を学内外に広報することを目的としたシンポジウム・講演会の開催を支援し

ている。第 2 種行事は、PJ 研究を始めとする研究グループ等が企画等を行う研究関連行事について 1 件

当たり 30 万円を上限にその開催費の一部を助成するものである。開催件数は 2016 年度 17 件、2017 年

度 23 件、2018 年度 16 件、2019 年度 14 件と高水準で推移しており、研究活動広報が活発に行われてい

ることがわかる。新型コロナウイルスの影響を大きく受けた 2020 年度は、オンライン形式を中心に、シ

ンポジウム・講演会を 9 件開催した。 

 

表 4.2 2020年度に開催した第 2種行事 

 所属 申請者 シンポジウム名 開催日 

1 機航 天野 嘉春 第 33 回 ECOS 2020 
2020/6/29 ～

2020/7/3 

2 建築 石田 航星 
建築 BIM による建築生産と施設運用の高度化に

関するシンポジウム 
2020/5/20 

3 環エネ 中西 要祐 電力技術懇談会 総会・講演会 2020/9/25 

4 建築 田辺 新一 
第 7 回 BECC JAPAN 2020（気候変動・省エネル

ギー行動会議） 
2020/8/25 

5 応物 鷲尾 方一 第 63 回放射線化学討論会 
2020/12/12 ～

2020/12/14 
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6 資源 所 千晴 
最近の化学工学講習会 69「バリューチェーンと単

位操作から見たリサイクル」 

2021/1/12 ～

2021/1/13 

7 建築 古谷 誠章 
こころに森を育てる-コロナを通して考えるこれ

から- 
2020/11/26 

8 環エネ 中西 要祐 電力技術懇談会 総会・特別講演会 2021/3/8 

9 機航 天野 嘉春 
スマート製造とフィールド情報ユーザセミナ

2021 
2021/3/12 

 

（３）理工総研第 3 種行事 

第 3 種行事は、研究グループ等に対する理工総研からの助成金はないが、研究グループ等が実施する

シンポジウム・講演会等に対して、共催者として理工総研の表記を許可するとともに、広報活動を支援

するものである。開催件数は 2016 年度 4 件、2017 年度 8 件、2018 年度 9 件、2019 年度 10 件と、第 2

種行事同様に高水準で推移しており、研究活動広報が活発に行われていることがわかる。2020 年度に開

催した第 3 種行事は、第 2 種行事同様にオンライン形式を中心として、6 件開催した。 

 

 

表 4.3 2020年度に開催した第 3種行事 

  所属 申請者 シンポジウム名 開催日 

1 原子力 山路 哲史 日本原子力学会 2021 年春の年会 
2021/3/17 ～
3/19 

2 機航 天野 嘉春 フィールド通信技術セミナー 
2020/9/16 ～

2021/3/12 

3 環エネ 草鹿 仁 早大モビリティシンポジウム 2020/11/21 

4 応化 松方 正彦 第８回先端化学知の社会実装領域コロキウム 2020/11/20 

5 応化 松方 正彦 第９回先端化学知の社会実装領域コロキウム 2020/12/15 

6 応化 松方 正彦 第１０回先端化学知の社会実装領域コロキウム 2021/1/29 

 

 

（４）「早稲田理工 by AERA 2021」 

理工総研では、企業の技術者や産学連携担当者等に対し、研究所の研究活動や若手研究者支援の取組

み等を紹介して研究契約へのきっかけをつくることを目的としてムック誌を発行している。2016 年度に

は朝日新聞出版の AERA ムック「早稲田理工 by AERA」としてリニューアルし、2020 年度は「早稲田

理工 by AERA 2021」を発刊した。カラーグラビアを多用し、最先端の研究内容をわかりやすく紹介し

ている他、若手研究者や多才な OB・OG の活躍について掲載している。 
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（５）理工総研報告特集号（ASTE 特集号） 

ASTE 特集号は、理工総研における研究成果を内外に発信することを目的として、理工総研の行事、理

工総研で展開中の研究または終了した研究の報告、解説等として発行している。2020 年度はオンライン

版による特集号（「Fourier 変換と流体数学」柴田 良弘教授）を発行した。 

 

３．５ 産学連携活動 

（１）早稲田地球再生塾（WERS） 

 理工重点研究領域 7 研究所の開設に伴い、各々の研究所間の連携と研究成果を社会還元に向けた支援

と展開を目的に、異分野の研究者や技術者の新たな出会いの場の提供、更には、新たな研究の企画と立

案、実践や事業化に向けた学内外に開かれた研究会“早稲田地球再生塾（Waseda Earth Regeneration 

School：WERS）”を 2018 年度に立ち上げた。2020 年度は未来社会政策勉強会を 7 回開催した。 

 

（２）研究交流事業 

本学では、学外機関等から会費または参加費を受け入れて、特定の研究課題について行う交流活動を

研究交流事業と位置付けている。理工総研にて展開されている研究交流事業は表 5.1 のとおりである。 

各研究会の活動については以下に概要を示す。 

【モビリティ研究会】 

自動車は交通渋滞や大気環境の悪化、地球温暖化などの原因となっている。そこで、本定型組織の相

互協力のもとに、都市における運輸交通システムの改善やエコビークルの開発と普及に関する課題研究

や情報交換を実施し、問題の解決を図る方策を具体的に追究する。 

【森が学校計画産学共同研究会】 

20 世紀の終わり頃から、子どもたちが自然と触れ合う機会が減少し、自然欠乏症候群という新たな課

題も現れてきた。本研究会は、故Ｃ．Ｗ．ニコル氏が掲げる「自然からの学び」を基とし、「自然環境」・

「地域の資源」を人間の本質的な人格形成に必要不可欠なものを定義づけ、子どもたちやその土地に生

きる人々の環境を整えるために必要な「自然・地域社会・建築・教育」の相互関係を見直し、「学校を超

えた学校・地域の核となる学校」のあり方を研究することを目的とする。 

なお 2020 年 4 月にアファンの森財団幹事長Ｃ．Ｗ．ニコル氏が急逝したが、本研究会は予定通り活動

を継続している。 

 

 

【巻頭インタビュー】 いとうまい子氏 

【特集１】 危機を乗り越え、ニューノーマルへ科学技術ができること

（理工重点研究領域） 

【特集２】 未来を描く若手研究者たち（次席研究員等） 

【特集３】 躍進する挑戦者（OB・OG 紹介） 

【特集４】 明日をつくる 6 人の研究者（研究者レビュー） 
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表 5.1 理工総研で展開されている研究交流事業 

代表者 研究会名 参加企業等 

草鹿 仁（環ｴﾈ） 早大モビリティ研究会 日産自動車（株）等 36 社 

古谷 誠章（建築） 森が学校計画産学共同研究会 （一財）C.W.ニコル・アファンの森財団等 

 

（３）キオクシア株式会社との連携活動 

「半導体集積回路設計技術」、「半導体デバイス・製造・プロセス技術」、「情報処理技術」等の分野に

おける最先端の研究開発および若手科学技術者の育成を目的として、2018 年 7 月 25 日、東芝メモリ株式

会社（現・キオクシア株式会社）と連携活動協定を締結した。両者の代表からなる運営委員会を設置し、

共同研究テーマ創出につながる技術アイデアの検証を目的としたフィージビリティ研究（以下、FS 研究）

と、人材育成を目的として若手研究者の研究を奨励する若手奨励研究を実施している。 

連携活動 3 年目となる 2020 年度は、FS 研究は 4 件の公募による応募、3 件のマッチング（キオクシア

側からの要望によるもの）による応募があり、公募 3 件・マッチング 2 件の計 5 件を採択。若手奨励研

究は 6 件の応募があり、うち 3 件を採択した。研究期間は 2020 年 6 月 15 日から 2021 年 2 月 28 日まで

あった。 

本来であれば研究開始にあたり、キオクシア関連施設においてキックオフ会を実施し、採択者および

キオクシア関係者が参集して、研究計画発表と、採択者とキオクシア関係者との顔合わせを行う予定で

あったが、2020 年度は新型コロナウイルス感染拡大による影響のため、対面での実施を見送ることとな

り、FS 研究採択者とキオクシア技術アドバイザーとが個別にオンラインにて顔合わせを行っている。 

2020 年度の報告会もコロナ禍のため、2021 年 3 月 9 日（火）、Webex によるオンライン開催となった。

研究報告は、2020 年度の採択者（FS 研究 5 名、若手奨励研究 3 名）に加え、2018～19 年度 FS 研究実施

ののち 2020 年度は個別の委託研究として実施した 2 名の計 10 名によって行われ、キオクシア関係者の

参加は一時 70 名近くにのぼり、活発な質疑応答も行われた。多数の参加が可能となったのは、オンライ

ン実施ならではとも考えられる。 

2020 年度の若手奨励賞については、運営委員による報告書の書面審査により、基幹理工学研究科数学

応用数理専攻博士後期課程 1 年、井上順平氏が選ばれ、表彰されることとなった。 

 

３．６ その他 

喜久井町観音慰霊祭 

慰霊祭は、1945 年（昭和 20 年）5 月 25 日の東京空襲の際に、喜久井町キャンパス付近にあった防空

壕に避難して犠牲となった本学研究員や学生と近隣住民、合わせて 300 余名の慰霊を目的に昭和 23 年よ

り喜久井町町内会と共催してきたものである。72 回目となる 2019 年度の慰霊際では笠原博徳副総長によ

り大学代表の挨拶が行われた。毎年、喜久井町町内会からも多数の参列をいただいていたが、2020 年度

は新型コロナウイルスの影響により中止となり、本学関係者数名のみが参列し、感通寺住職による読経

を行った。 
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４．理工総研の運営体制・組織図 （2021年 3月末現在） 
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別表１：PJ研究等の一覧（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略）） 

PJ 研究（65 件） ※B＝Biology 系 E=Environment系 S=Science系 T=Technology系（以下、同じ） 

部門 題目 研究代表者名 

B 

スマートバイオプロセス 木野 邦器 

新規生物活性ペプチドの取得を基盤とした医薬・マテリアルの開発 小出 隆規 

共生環境化学研究 中尾 洋一 

E 

建築プロジェクトと Whole-life cost のマネジメント手法に関する研究 石田 航星 

次世代型超省エネルギーリサイクル技術開発 大和田 秀二 

バイヨンを中心としたアンコール回廊の調査・研究と重要遺構の保存修復計画

案の策定 

小岩 正樹 

スペーシャル・プランニング研究 後藤 春彦 

廃炉事業に資する放射線遮蔽・遮水機能を有する超重泥水・土質系材料の開発 小峯 秀雄 

古代エジプトにおける都市の景観と構造に関する学際的研究 近藤 二郎 

次世代ヒートポンプ技術に関する研究Ⅱ 齋藤 潔 

精緻な解析手法による東京 23 区のリアルタイム浸水予測システムの開発 関根 正人 

サステナブル社会移行研究 高口 洋人 

ゼロ・エネルギービルに関する研究 田邉 新一 

統合循環型ものづくり実現のための革新的分離濃縮技術開発 所 千晴 

首都圏を中心としたレジリエンス総合力向上のためのデータ収集・整備と被害

推定システム構築のためのデータ管理・利活用の検討 

西谷 章 

建築空間手法論研究 古谷 誠章 

フィールドデザイン論研究 古谷 誠章 

スマートシティ実現のための次世代交通システムに関する研究 森本 章倫 

S 

共振器量子電気力学による量子計算 青木 隆朗 

エナジー・ネクスト研究 朝日 透 

電気化学ナノテクノロジーの工学応用 逢坂 哲彌 

高精度 3D カラー放射線イメージング 片岡 淳 

位相データ解析における因果性とその系統学への応用 谷口 正信 

相対論的電子論が拓く革新的機能材料設計 中井 浩巳 

計算化学の社会実装 中井 浩巳 

ナノ材料の実用的合成プロセス開発と応用展開 野田 優 

不活性結合メタセシス反応の開発 山口 潤一郎 

計算科学による原子炉過酷事故メカニズムの解明と安全性の向上研究 山路 哲史 

RF ガンシステムの汎用化と応用研究開発 鷲尾 方一 

 

Ｔ 

 

エネルギー需給ネットワークのモデリングと統合メカニズム 赤尾 健一 

ナノ・エネルギー研究 朝日 透 

スマートプラントの制御・管理に関する研究 天野 嘉春 
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Ｔ 

月惑星探査のための基盤技術の研究 天野 嘉春 

医療機器の非臨床評価法 岩﨑 清隆 

マイクロ・ナノメカニクス研究 岩瀬 英治 

次世代ニューロ・リハビリテーション技術に関する研究開発 岩田 浩康 

物理・コミュニケーション音響学 及川 靖広 

数理モデリングに有用な精度保証付き数値計算理論の発展 大石 進一 

機械学習・ロボット研究融合のためのシステムデザインおよび運用・管理支援

を行う統合的開発環境に関する研究 

尾形 哲也 

深層学習を利用したコミュニケーションロボットに関する研究 尾形 哲也 

スマートコミュニティの実現に向けた環境配慮エネルギー・循環システムの構

築に関する研究 

小野田 弘士 

高性能光学ポリマーの創製と屈折率制御 小柳津 研一 

高効率で省電力な IoT・ビッグデータ処理基盤 甲藤 二郎 

先進技術の人間工学デザイン・評価研究 河合 隆史 

リニアセルを用いた高速無線通信および高精度レーダーに関する研究 川西 哲也 

次世代ザイモロジー 桐村 光太郎 

持続可能なモビリティ技術の研究 草鹿 仁 

実践的油層評価および最適開発計画策定に関する研修 栗原 正典 

次世代 e-learning に関する研究 後藤 正幸 

脳磁気信号を手掛かりとした言語の脳情報デコーディング 酒井 弘 

知能ロボットと人間との相互誘導に関する研究 菅野  重樹 

人間特性計測に関する研究 菅野 重樹 

エネルギーキャリアのための非在来型触媒 関根 泰 

医学教育用ヒューマノイドの開発 高西 淳夫 

ソーシャル・インプルメンテーションズ・オブ・ロボット 高西 淳夫 

機能性ナノシートを用いた生体情報モニタリングシステムの開発 武岡 真司 

持続可能な次世代グローバルエネルギーグリッドの研究（e-Asia） 中西 要祐 

未来社会を支える電力エネルギーシステムの構築 林 泰弘 

規則性ナノ空間の化学 松方 正彦 

水力ターボ機械システムの高性能化、高信頼性化研究 宮川 和芳 

移動体・インタフェースの知的統合化研究所 宮下 朋之 

次世代宇宙構造物開発に関する研究 宮下 朋之 

安全安心な社会を実現し豊かな文化を創造するコンテンツ・映像処理技術研究 森島 繁生 

資源鉱物を原料とする高機能性環境浄化素材の開発 山崎 淳司 

人間の認知行動の顕在的・潜在的過程の研究 渡邊 克巳 
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長期大型ＰＪ研究 3件 

（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略）） 

 

別表２：研究重点教員研究 5件 

（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略）） 

部門 題目 研究代表者名 

E 学術、技術、芸術の統合による、豊かな生活環境の創出に関する研究と実践 古谷 誠章 

S 
遠方銀河と宇宙再電離の研究 井上 昭雄 

統計科学と金融工学 谷口 正信 

T 
セキュリティバイデザインによる社会システムの設計 佐古 和恵 

表界面精密解析によるエネルギーマテリアルの研究開発 福永 明彦 

 

別表３：「理工総研が募集する次席研究員」奨励研究 18 件 

（研究開始日順、同一日の場合は氏名の五十音順で掲載（敬称略）） 

部門 題目 研究代表者名 

S 相対論的量子化学の社会実装に向けた RAQET プログラムの拡張と応用 五十幡 康弘 

T 足裏感覚フィードバック装置を用いた人型ロボット安定操作 大谷 拓也 

E ベトナムの尺度及び建築設計技術に関する陸域・海域の両ネットワークによる

伝播と受容 

木谷 建太 

B アデニル化酵素を利用したアミド化合物生産法の開発 鈴木 伸 

S 理論・計算・実験化学とインフォマティクスの融合研究 清野 淳司 

T 細血管系への治療機器留置により生じる三次元ひずみ分布の定量計測法の開発 坪子 侑佑 

T 環境と共存する機械システムに関する研究 長濱 峻介 

T 
新しい再生可能エネルギーの統合に向けた水力タービン流れの不安定性に関

する革新的研究 

ﾌｧﾌﾞﾚﾙ ｱｰﾁｬ 

ﾄﾘｽﾀﾝ 

B コラーゲン結合性タンパク質に相互作用する新規ペプチドの取得 増田 亮 

B 海綿内微生物の微生物間ケミカルコミュニケーションの解明 町田 光史 

E 地域社会の回復・持続に向けた社寺の運営に関する研究 森田 椋也 

E 
各地域の気候に対する最適ヒートポンプの動作に関する滑らかでスパイラル

な熱交換器方程式の修正 

ﾕﾘｱﾝﾄ ﾑﾊﾏﾄﾞ 

S 長尺カーボンナノチューブの合成とリチウム-硫黄電池への応用 リ モーチェン 

T 擬人化に関わる顕在的判断と潜在的反応の検出 石井 辰典 

S 不活性結合活性化反応を駆使した高次サーキュレンの合成 加藤 健太 

部門 題目 研究代表者名 

E 住宅・建築の快適性と健康性に関する研究 田辺 新一 

S 量子ビームが可能にする高分子ナノ構造体の創製 鷲尾 方一 

T 生理活性物質科学 竜田 邦明 
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E 住宅・建築の快適性と健康性に関する研究 金ジョンミン 

S ナノ材料の低環境負荷・効率的合成法の開発とエネルギーデバイス応用 杉目 恒志 

E 
日本と中国の庭園の空間構成に関する比較研究-江戸時代の京都庭園と明

後期の蘇州庭園を事例として 

方 愷 

 

以上 


